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発達障害児支援のための保育士トレーニングプログラムの開発と評価

松　　﨑　　敦　　子

発達に遅れや偏りがあるために，特別な支援を必要とする児童が増えている（文部科学省，2012）。
保育所に通園する障害児の数，障害児を受けて入れている保育所の数ともに増加しており（日本保育協
会，2010），障害児支援に関する研修の充実が望まれている（高旗・中田・池田，2007）。

そうした現状をうけ，これまでいくつかの研修が実施され，その効果が示されてきた（田中ら，
2011）。しかしながら研修の内容は，アセスメント方法，支援計画の作成方法，問題行動への対応方法
を中心としたものが多く，支援技術に関する研修はほとんど行われていない。支援技術の向上には臨床
場面における実践トレーニングが必要である，という海外での研究成果を踏まえると（Rose	&	Church,	
1998），今後，実践トレーニングを含めた研修プログラムの開発が求められる。

松﨑・山本（査読修正中）は，児童発達支援事業所に勤務する保育士2名を対象に研修プログラムを
作成し，その効果を検討した。研修は，講義（3時間），実践トレーニング（30分×15回），ビデオフィー
ドバック（1時間×10回）で構成した。その結果，保育士の支援技術が向上し，介入終了から2 ヶ月後
の事後評価においても維持されたことが示された。また，参加児の発達も複数の評価指標において示さ
れた。しかしながら，保育所に勤務する保育士に，長期間・長時間の研修を実施することは，時間的制
約が多い現在の勤務状況では困難である。

そこで本研究では，S市発達障害者支援センター（以下支援センターと表記する）と協同して，公立
保育所に勤務する保育士を対象とした研修プログラムを作成した。S市公立保育所に所属する保育士11
名とS市内の児童発達支援事業所に勤務する保育士2名を対象に研修を実施し，研修の効果を検討した。
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方　　　法

（1）　保育士
S市公立保育所に勤務する保育士11名と，S市内の事業発達支援事業所に勤務する保育士2名の計13

名が参加した。参加者は男性2名，女性11名で，平均年齢は27.5歳，平均保育士歴は7.5年であった。
保育所に勤務する11名の保育士は全て非常勤勤務の加配保育士で，事業発達支援事業所に勤務する2名
の保育士は常勤で勤務していた。
（2）　参加児
3歳から6歳の男女13名	（平均4歳7か月； 範囲3歳11 ヶ月–6歳5 ヶ月）	が参加した。診断は自閉症ス

ペクトラム障害が12名，ダウン症が1名で，新版K式発達検査（生澤・松下・中瀬，2002）における平
均発達年齢は2歳5 ヶ月だった。

研修プログラム
研修プログラムは，講義4回と実践トレーニング1回で構成した。講義は1回3.5時間で，6月，7月，

9月，11月に著者および支援センター所長が実施した。実践トレーニングは第3回講義終了後に，著者
が参加者それぞれに対し実施した。4回の講義は全て支援センターで実施し，実践トレーニングは参加
者および参加児が所属する保育所または事業発達支援事業所で実施した。
（1）　講義

第1回講義： 幼児期の言語発達，社会性発達，運動発達等を発達年齢ごとにチャートにまとめ，発達年
齢に即した遊びや発達支援方法を，ビデオ映像とともに説明した。
第2回講義： 行動の機能分析，課題分析，指導計画書の作成方法，支援技術リストの各項目について説
明した。支援技術リストは，（a）	先行事象の工夫，（b）	行動への関わり，（c）	強化の方法について，全
20項目で構成した。
第3回講義： 第2回の講義で説明した内容を，著者および支援センター所長が実際の個別支援場面ビデ
オを用いて具体的に説明した。更に，参加者を2グループに分け，参加者それぞれが作成した指導計画
書の内容をグループ内で発表し，内容を討議した。
第4回講義： 実践トレーニングを終了した参加者の実践トレーニング場面のビデオを上映し，解説した。
（2）　実践トレーニング
実践トレーニング開始前の15分間，著者と保育士でミーティングを実施した。ミーティングでは，

著者が保育士から参加児の課題，得意な事と苦手な事，問題行動の有無などについて聞き取り，実践ト
レーニングで実施する活動と目標を決定した。その後，30分間の実践トレーニングを実施した。実践
トレーニングでは，まず保育士に参加児と5分程度関わってもらい，著者はその様子を観察しながら，
参加児を後ろからサポートしたり活動の準備を手伝った。その後著者が参加児と主に関わり，支援のモ
デルを見せながら観察のポイントや理由を説明した。実践トレーニング終了後，再び著者と保育士で
15分間ミーティングをし，活動の内容と支援の効果について話し合った。
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評価方法
（1）　保育士に対する評価
（ア）　支援技術の評価．研修実施前に事前評価を，介入終了から1ケ月後に事後評価を行った。事前

評価および事後評価では，参加児との個別的関わりの様子を15分間ビデオ撮影し，そのビデオ映像を5
分毎のビデオクリップにした。各ビデオクリップに対し，支援技術リストの20項目を「できる＝1点」

「できない＝0点」として得点化し，得点率［（合計得点÷評価対象項目数）×100］を算出した。その
後，保育士毎に各ビデオクリップの平均値を算出した。評価は，研究アシスタント1名と著者の2名が
担当し，達成基準は85%とした。
（イ）　知識の評価．著者らが作成した早期発達支援に関する知識テスト（山本・松﨑,	2010）を，介

入前後に実施した。知識テストの問題は応用行動分析学の基礎知識，初期コミュニケーション発達，問
題行動への対応方法に関して記述式で回答を求めた。知識テストは1問1点，20点満点とした。
（2）　参加児に対する評価
（ア）　日本語マッカーサー乳幼児言語発達質問紙 （綿巻・小椋，2004）．質問紙への記入を保護者に

依頼し，参加児の介入前後の言語発達を評価した。本研究では，表出語彙と文法の発達を評価する「語
と文法」を使用し，表出語彙，助詞，助動詞，文の複雑さの各項目得点を算出した。
（イ）　KIDS幼児発達スケール （大村ら，1989）．質問紙への記入を保護者に依頼し，参加児の介入

前後の言語発達を評価した。本研究では，発達遅滞児用のタイプTを使用し，全領域合計得点を算出し
た。

信頼性
トレイニーの支援技術評価は，研究アシスタント1名と著者の2名で実施し，そのうち42%の評価に

おいて，一致率を算出した。一致率は，［（2名の評価が一致した項目数÷評価項目数）×100］	により算
出した。その結果，一致率は98.8%だった。

結　　　果

保育士に対する評価
（1）　支援技術の評価
事前評価の保育士全員の得点率平均は66.3%	（範囲： 29.4～100;	SD＝24.6）	だった。事前評価におい

て達成基準に満たしていた保育士は3名で，そのうち2名が保育所勤務，1名が児童発達支援事業所に
勤務していた。事後評価では，全ての保育士が達成基準を満たし，保育士全員の得点率平均は96.3%	（範
囲： 91.7～100;	SD＝4.4）	だった。
（2）　知識の評価
事前評価の平均値は13.8点	（範囲： 6～19;	SD＝3.3）	だった。事後評価では12名の得点率が上昇し，

事後評価得点の参加者平均値は18.3点	（範囲： 11～20;	SD＝2.4）	だった。

参加児に対する評価
（1）　日本語マッカーサー乳幼児言語発達質問紙
表出語彙項目では，8名の得点が上昇し，平均値は事前評価212.2	（SD＝197.6）	から事後評価302.3	
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（SD＝260.3）	へと上昇した。助詞項目では，7名の得点が上昇し，平均値は事前評価3.5	（SD＝5.1）	か
ら事後評価6.5	（SD＝8.8）	へと上昇した。助動詞項目では，4名の得点が上昇し，平均値は事前評価3.5	

（SD＝4.6）	から事後評価5.3	（SD＝7.8）	へと上昇した。文の複雑さ項目では，5名の得点が上昇し，平
均値は事前評価9.1	（SD＝12.1）	から事後評価9.6	（SD＝12.8）	へと上昇した。
（2）　KIDS幼児発達スケール
全領域合計得点は，10名の得点が上昇し，平均値は事前評価211.1	（SD＝75.4）	から事後評価244.8	

（SD＝87.5）	へと上昇した。

考　　察

本研究では，13名の保育士を対象に，新たに作成した研修プログラムを実施し，保育士の知識およ
び支援技術に関する変化と，発達に遅れのある参加児の変化を検討した。

研修の結果，保育士の支援技術は向上し，全ての参加者が達成基準を満たしたことが示された。実践
トレーニングは，各保育士に30分間実施したのみであったが，講座において参加児の発達状況を明確
にし，ターゲット行動を決定し，そして支援計画を立案していたことで，非常に効率的に実践トレーニ
ングを実施することができた結果だと推察する。また，応用行動分析学に基づく発達支援に関する知識
も，事前評価の点数の高低に関わらず，参加者13名中12名得点が向上したことが示された。

一方，参加児のコミュニケーション発達と社会性の発達が質問紙によって示された。しかしながら，
保育士の変化と参加児の変化との関連性に関しては，本研究では明らかにされていないため，この点に
ついては今後の検討が必要である。

特別な支援を必要とする子どもが増えている中，今後は地域全体で子どもの発達を支援する環境作り
が必要になる。今後も本研究で示された研修プログラムを発展させ，地域における効果的な研修のあり
方を検討していく。
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